
作曲家 藤井喬梓
追悼演奏会

〈イーハトーブの手紙第１集〉から「水仙月の四日」
オイリュトミー：藤井馨子，得永弘子，林久美子，渡辺志保
ピアノ：大須賀かおり

水の中の空（2001）
笙：石川高  ピアノ：井上郷子

夢の浮き橋（2004）
ギター：山田岳

清水茂の詩による歌曲（2011/2013）

1．世界のはじめての朝　2．哀しい春　3．旅立ち
ソプラノ：秋山理恵  ピアノ：大須賀かおり

Lichthof（1989）
クラリネット：板倉康明、西澤春代

アイネ・クライネ・タイコ・ムジーク（2003）
パーカッション（スネア・ドラム）：亀尾洸一

蠕虫舞手—アンネリダタンツエーリン（1999）
ヴァイオリン：甲斐史子  ピアノ：井上郷子

光の海
～クラリネット、ハープと弦楽合奏のための二重協奏曲（2016）
クラリネット：武田忠善  ハープ：三浦麻葉
指揮：板倉康明  弦楽合奏：国立音楽大学学生有志

2019年3月11日（月）18:30開場 19:00開演

前売3,000円  当日3,500円  学生2,000円 （全席自由）
トッパンホールチケットセンター
 03-5840-2222  http://www.toppanhal l .com （土日祝休）　

カンフェティ  http://confett i-web.com/takashifuj i i

宮地楽器国立音楽大学店  042-537-8200

就学前のお子様のご同伴・ご入場はご遠慮ください
車椅子席のご利用にも対応いたします（若干数）

主催・お問合せ：「作曲家藤井喬梓 追悼演奏会」実行委員会
http://takashifujii.strikingly.com
fujii.takashi.memorial.concert@gmail.com



　２０１８年１月に逝去された作曲家藤井喬梓氏（享年５８歳）は、日本の現代音楽作曲家
として活躍しながら、国立音楽大学をはじめとする音楽教育機関での若手の育成にも長
年にわたり携わってきました。彼は、国立音楽大学卒業後、フライブルク音楽大学で研鑽
を積み、帰国後、「今日の音楽作曲賞」入選をはじめ数々の作曲賞を受賞し、作品は、
オーケストラ曲、オペラ等の舞台音楽、歌曲、室内楽曲、合唱曲、吹奏楽曲、舞踊（オイ
リュトミー）音楽など多岐にわたります。他方、国内外で障碍者のための音楽教育研究に
携わるなど、音楽を通して幅広い活動を展開してきました。
　今後のさらなる活躍が期待される中での彼の死を惜しみつつ、彼の残した数々の作品
の上演を通して、その功績を偲び継承するために、生前親交のあった同志を中心として

「作曲家藤井喬梓 追悼演奏会」実行委員会が組織され、公演に向け、企画・運営を進め
ることとなりました。
　演奏会では、彼の代表作であり最近作の一つでもある〈光の海～クラリネット、ハープ
と弦楽合奏のための二重協奏曲〉をプログラムの中心に据え、この作品が希求する “「超
越的なるもの」への憧れ、賛美” を表現します。また近年特に精力を注いだ歌曲、及び室
内楽曲等を配し、彼の足跡を辿ります。彼の音楽にこれまで深く携わってきた演奏家諸
氏を迎え、国立音楽大学の学生も参加し、彼への思いを胸に、心のこもった慈しみ深い
演奏会となることでしょう。
　生涯宮澤賢治をこよなく愛し、影響を受けた藤井氏の作品には、賢治同様、若い世代
への温かい眼差しが感じられます。それは、創作のみならず、教育そして社会活動にお
いても、彼の一貫した姿勢でした。この演奏会を通して、会場に足を運ぶであろう彼の多
くの教え子をはじめ遍く方々に向けて、彼の慈愛に満ちたメッセージが届けられるものと
考えます。
　以上のことから、日本の音楽界に少なからぬ足跡を残した藤井喬梓氏の作品を特集
した本演奏会は、大きな意義があるものと考えます。ご協力いただく演奏家はじめ多くの
方々のお力添えを賜りながら、我々実行委員会一同、充実した質の高い演奏会となるよ
う努める所存です。

「作曲家藤井喬梓 追悼演奏会」実行委員会委員長　福士則夫

後援：
国立音楽大学，日本現代音楽協会，音楽之友社，日本ソルフェージュ研究協議会
スイス・ゲーテアヌム普遍アントロポゾフィー協会音楽朗唱部門
ライアー響会，一般社団法人アウディオペーデ，日本シュタイナー学校協会
一般社団法人普遍アントロポゾフィー協会—邦域協会日本
一般社団法人ルドルフシュタイナーハウス，四国アントロポゾフィー・クライス
東京ミヒャエル支部，日本オイリュトミー療法士協会，オイリュトミストの会
教育オイリュトミーの会，NPO 法人人智学共同体ひびきの村


